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最近12年間の竜王町の人口推移

一級河川新川（弓削）の決壊現場

人口減少対策に
関する提言書を

町長に手渡す

の 足跡

４月	 滋賀山面工業団地　企業誘致完了

５月	 元号が「令和」に改まる
６月	 10月から「幼保無償化」、「プレミアム付商品券の発行」
� 【関連議案の審議可決】
９月	 竜王町議会議員一般選挙

平 成

27年 10月	 第16期竜王町議会スタート
� 議長に小森重剛氏、副議長に貴多正幸氏が就任
12月	「人口減少対策特別委員会」を設置

平 成

29年 ９月	 政策提言書を町長に提出【人口減少対策特別委員会】
10月	 議長に小森重剛氏、副議長に菱田三男氏が就任
12月	 意見書を国・県に提出
� 台風21号による大雨で弓削の一級河川新川が決壊（10月）
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いきいき人生
シリーズ 竜王スポーツ少年団

　　　本部長　山中　修 さん
やま　  なか             おさむ

　本
年
の
お
正
月
は
、
天
気
も
良
く

暖
か
で
お
だ
や
か
で
あ
り
ま
し
た
。

　皆
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満
ち
た
輝

か
し
い
新
春
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お
迎
え
の
こ
と
、
心

よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　昨
年
６
月
に
西
田
新
町
長
が
誕
生

し
ま
し
た
。
酉
年
で
あ
り
ま
す
の
で
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町
政
に
お
い
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大
き
く
飛
躍
し
て
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け
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よ
う
願
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の
で
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り
ま

す
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達
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報
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員
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の
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か
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す
く
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ま
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読
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す
く
、
お
伝

え
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
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　本
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　私の若かりしころは京都の社会人リーグでサッカーに打ち込んでいましたが、現役を引退しコーチをして若手の指導に当たっていたころ、ある方から『竜王の子ども達にサッカーの指導をお願い出来ませんか！』と声をかけられて以来三十余年スポーツ少年団活動をさせていただいています。この間、大変な事も有りましたが、それ以上に出会いの大切さを学ばせていただきました。子ども達、育成会の方々、地域の方々、行政の方々、また他府県の指導者の方々との出会い、どの出会いも私の宝物です。　今、子ども達に伝えたい事は、子どものころにスポーツを通じて鍛えられた根性や気持ちとい
ったものは大人になっても絶対に役に立ちます。ですから、どんなスポーツでもいいので、ぜひ
取り組んでほしい。何かに打ち込むことがどれだけ大変で尊いものなのか、それを存分に感じて
ほしいし、堪能してほしいと思います。そして出会いを大切に！

私とスポーツ少年団との出会い
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滋賀竜王工業団地、造成工事完了後の風景

表紙写真部門
・銅賞受賞の

議会だより

民生委員児童委員との意見交換会

コンパクトシティ化構想（案）で
中心核となる役場周辺の風景

第16期竜王町議会議
員

４年間

平 成

30年２月	 町村議会広報全国コンクール銅賞受賞〈表紙写真部門〉
８月	 議会報告会の開催� 【民生委員児童委員と懇談】
９月	 法人町民税、前年度より約９億6800万円増加�
� 【平成29年度一般会計決算】�
� コンパクトシティ化の検討懇話会がスタート� 【町】

２月� 町村議会広報全国コンクール奨励賞受賞〈編集・デザイン部門〉
６月� 竜王町長に西田秀治氏就任
９月� 副町長（杼木栄司氏）の選任に同意
11月� 教育長（甲津和寿氏）の選任に同意【第２回臨時会】
12月� 中学校卒業までの福祉医療費全額助成を可決（H29．10．1より）
� 滋賀竜王工業団地、造成工事完了

平 成

28年
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４
年
に
１
度
の
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定
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８

月
13
日
か
ら
30
日
ま
で
の
18
日
間
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会
期
で
開
催
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た
。

　
提
案
さ
れ
た
案
件
は
、条
例
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件
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正
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算
６
件
、
決
算
認
定
２
件
、

人
事
案
件
６
件
、
報
告
事
項
２
件
、

そ
の
他
８
件
で
、
す
べ
て
原
案
ど
お

り
可
決
、
認
定
、
同
意
し
ま
し
た
。

　
令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

は
、
ア
グ
リ
パ
ー
ク
竜
王
直
売
所
増

築
工
事
、
庁
舎
耐
震
補
強
工
事
な
ど

が
主
な
も
の
で
す
。

定例会で何が決まったの？

今回の補正額は
　1億2432万円

の増額で

予算総額は
　65億8115万円

です。

一般会計
令和元年度　補

正予算

問 庁舎の耐震化についてIs値（構造耐震指標値
のこと）0.75を目標数値としているが、ど
の程度の地震の震度を想定しているのか。

答 震度７規模を想定している。

想定延床面積は約 400㎡で、現在の直売所は 134㎡庁舎１階南窓付近と出納室付近の耐震化工事

� アグリパーク竜王直売所増築工事は庁舎耐震補強工事は
8215万円3100万円

増額新規

問 EMS工事とは、どのような工事か。

答 エネルギーマネジメントシステムの略称で、
人の動きやエネルギーの消費量を計測監視し、
コントロールするための工事。

年間の電気料金等削減額は、約 271万円になる

図書館照明および空調
更新による省電力化業務は

5575万円
（債務負担行為）

新規

耐震補強工事がされる庁舎１階南側

増築される直売所

全 23箇所点検のうち、７箇所が対象

交通安全施設整備工事は
300万円

問 通学路の緊急点検箇所の結果により、車止め
ポールを設置するが、車が衝突しても耐えら
れるのか。

答 国・県から車止めポールは一定の効果がある
と情報を得ており、これで対応していきたい。

増額

車止めポールの設置が予定されている交差点

No.189 議会だより
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竜王町国民健康保険診療所（医科）の整備計画は

　土地の収用について議会との事前協議が
必要であり、今後の事業実行に際して土地
の高騰を危惧する。

意　見

特色（目的）
◦地域医療の確保・充実
　（１）総合診療に特化した医療機能
　（２）地域包括医療・ケアの強化
◦施設規模
　（１）診 療 科：内科・小児科
� 　　　　　リハビリテーション科
　（２）施設面積：900㎡程度
� 診察室５室、Ｘ線室、検査室２室、
� リハビリ室、点滴・処置室、多目的室他
　（３）用地面積：4200㎡程度

診療所（医科）の建設予定地

竜王町国民健康保険診療所（医科）

〈令和元年７月31日開催〉

道の駅「竜王かがみの里」周辺が

� 拡充整備される

臨時会

　道の駅「竜王かがみの里」、北部工業団地
エリアを竜王北部地区の産業振興拠点として
いく予定

面積、約３万8000㎡
金額、４億6335万円
　　　（債務負担行為補正）
　　　（期間：令和元～６年度）
複数年（５年間）で更地の土地を取得

土地の一括売買契約

（１）道の駅拡充ゾーン
　　 駐車場・農産施設・防災用備蓄倉庫など
（２）利活用用地ゾーン
　　 様々な活用方法を検討していく

土地利用構想

土地の一括売買契約および土地の利用構想について
説明があり、全員賛成で可決された。

地域の多様なニーズに対応できる診療所とし
て拡充される。

� ◦令和３年４月開所予定

議会だより No.189
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庁舎劣化度調査の結果　大規模改修に総額18億円報
告
　庁舎は、昭和57年に竣工し、供用開始から37年が経
過している。設備の多くは、耐用年数を大きく経過し、
経年劣化による傷みが目立ってきており、設備の更新な
ど抜本的な改修が必要な時期に来ている。調査結果は以
下のとおり。

総務産業建設常任委員会

竜王町防災行政情報システム整備工事調
査

竜王町地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例付
託

屋外拡声子局のイメージ写真

築37年が経過した総合庁舎

　この工事は事後審査型条件付一般競争入札で、㈱富士通ゼネ
ラル近畿情報通信ネットワーク営業部が４億5792万円で落札し
た。最近のゲリラ豪雨等による災害対策のためにも早期の着工・
竣工が待たれる。
設備の概要
◦親局（無線室）
◦基地局（１局、防災スピーカー４台）
◦屋外拡声子局（36局、防災スピーカー81台）
◦再送信子局（３局、防災スピーカー６台）
◦戸別受信機（4,000台）

早期に改修が必要なもの
◦耐震補強（３か所）、地下重油タンク（代替設備の検討）
◦３階書庫梁に補強、廊下のバリアフリー化（議会傍聴席入口）
◦空調・照明設備、給排水管の劣化
◦エレベーター（ワイヤー、バッテリー、遮煙性能扉に取替）
中期に改修が必要なもの
◦外観（外壁、外構、屋根）、内装（壁、床、建具）

主な質疑応答
各自治会のページング放送は、どの様にするのか。問
自治会長にタブレットを配布し、発信する。答

主な質疑応答
庁舎の改修費用は総額どのぐ
らいか。

問

防災機能や省エネ等の付加価
値を付けた場合の大規模改修
は約18億円です。

答

全員賛成で可決

令和３年３月工事完成予定

　新たに決定した竜王インターチェンジ
周辺地区地区計画の区域内における建
築物の制限を行うとともに、既存の６つ
の地区計画（薬師・松陽台・総合庁舎周

辺・美松台・山面工業団地・須恵）の区
域内における建築物の制限に関する条例
を１つにまとめた新規条例となる。
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教育民生常任委員会

竜王町立幼稚園条例の一部を改正する条例付
託

一人ひとりの子どもたちの学ぶ力の向上に向けて調
査

　就学前教育の充実とさらなる子育て支援のため、幼
稚園における通常の保育時間の拡充、預かり保育の実
施期間の拡充、一時預かり保育の対象園児の拡充を図
る改正で令和２年４月１日から施行される。

　平成31年度の全国学力・学習状況調査の結果と課題、今後
の取組と徹底反復学習「竜王チャレンジタイム（脳トレ）」およ
び家庭での規則正しい生活習慣の確立に向けた啓発について
所管事務調査を行った。

主な質疑応答
３歳児の保育時間の延長等による職員の確保は。問
職員の勤務時間内での保育時間の延長等となる
ため、従来と同じ体制で対応する。

答

◦小学校
国語　県平均を上回り昨年度から改善。
　　　言語の知識・理解・技能の力が課題。
算数　昨年度より改善されたが、資料の活用

力が課題。

◦中学校
国語　全国平均を上回り良好な結果。
数学　全国平均並の結果。関数領域が改善された。
英語　県平均を下回る。小学校で培った力が伸

ばしきれていない。

学力テストの結果

❶保育時間の拡充
【３歳児】４月、５月のみ　９時00分～11時30分
　　　　 ６月以降　　　　９時00分～14時00分
【４歳児】４月から　　　　９時00分～14時00分
【５歳児】４月から　　　　９時00分～14時00分

❷預かり保育の拡充
【３歳児】�入園式の翌日から翌年３月28日まで
【４歳児】４月３日から翌年３月28日まで
【５歳児】４月３日から翌年３月28日まで
※長期休暇中の預かり保育実施

◦預かり保育時間
　長期休暇中以外　通常保育時間終了～16時30分
　長期休暇中　　　９時00分～16時30分

◦通年預かり保育料　３歳児　6,300円／月
　　　　　　　　　　４歳児、５歳児
� 5,700円／月

❸一時預かり保育の拡充
　現行に加えて３歳児の一時預かり保育を実施
◦一時預かり保育料　全園児：350円／日
　　　　　　　　　　長期休暇中：800円／日
※一時預かり保育の利用は月５回まで

改正点

◦小学校　　　　・徹底反復学習（竜王チャレンジタイム）の確実な取組と効果測定による改善。
　　　　　　　　・日々の授業改善につながる校内研究の推進。
◦中学校　　　　・集中力・学習意欲向上や学習習慣定着をめざす取組。
　　　　　　　　・授業技術と教科指導力の向上をめざす授業改善。
◦家庭との連携　・基本的生活習慣の確実な定着にかかる保護者への啓発。
　　　　　　　　・宿題以外の家庭での学習の取組について保護者への提案。

２学期以降の取組・方策

全員賛成で可決

議会だより No.189
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地域活性化特別委員会

滋賀竜王工業団地の企業誘致の進捗状況報
告
　滋賀竜王工業団地は、平成25年10月に造成工
事が始まり、平成29年度に竣工した。
　現在、７区画の内４区画については売買契約が
締結し、そのうち１社が操業しており、進捗状況
は下記の通りである。
　また、残り３区画については、５社から問合せ
があったとの報告を受けた。

広　域　行　政
　八日市布引ライフ組合布引斎苑の待合棟
の工事は、平成31年１月から始まり令和元
年８月に完成し、８月14日から供用開始した。
　今後は、駐車場整備が進められ、令和元
年12月に全体整備の完成を目指す。

完成した待合ロビーと待合室（右側）

◦待合棟　木造　349.42㎡（建築面積）
　　　　　待合ロビー、待合室３室

区画 企業名 本　社 業　種 進捗状況

２ エリーパワー㈱ 東京都品川区 大型リチウムイオン電池および蓄
電システムの開発・製造・販売 未着手

３ 東洋電機製造㈱ 東京都中央区 交通・産業・情報機器事業用電気
機械器具の開発・製造・販売

操業中
（H30.05竣工）

４ 分譲済

７ サクラ食品工業㈱ 大阪府吹田市 コーヒーシュガー、ガムシロップ、
希釈飲料、ゼリー等の製造

未着手
（R02.10竣工予定）

［進捗状況］
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町の行政全般について
議員が町長をはじめとして
担当部局に疑問点を質したり、
見解などを尋ねたりするもので、
毎定例会で行われるよ

一般質問って？

一度、傍聴に来て下さい！

次回の一般質問は12月20日㈮予定

議会ではどんな政策が審議されているか、あるいは自分
が選んだ議員がどのような活動をしているかなど、傍聴
は議会の動きに触れることのできる身近な方法です。
議会事務局（☎58-3713）にお問い合わせ下さい。

ペ
ー
ジ

質　問　者 質　　問　　事　　項

10
山田義明議員 コンパクトシティ化構想（案）に係る惣四郎川改修は

森山敏夫議員 私たちの町、竜王町の将来は

11 内山英作議員

日野川の早期改修は※

婚活支援は※

国際理解教育の推進は

観光交流の振興は

12 貴多正幸議員
まちづくり意見交換会の総括は

学童保育の今後は

13
松浦　博議員 持続可能な「まちづくり」は

森島芳男議員 学校給食の食物アレルギー対応は

14
小西久次議員 土地改良施設の維持修繕の検討は

古株克彦議員 定住促進の取り組みは

町政
問ここを う!

８月定例会では８議員が
� 12問の一般質問を行いました。

近江うし丸

� ※紙面の都合上、掲載しておりません。

議会だより No.189
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近
年
、
惣
四
郎
川
で

は
数
回
、
堤
防
内
の
護
岸

崩
壊
が
あ
り
、
部
分
的
に

改
修
は
さ
れ
て
い
る
が
、

断
面
は
川
幅
が
狭
く
堤
防

の
内
外
面
の
斜
面
が
急
で

あ
る
こ
と
か
ら
全
面
的
な

改
修
の
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
。

　
竜
王
町
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
化
構
想
（
案
）
を
町

民
に
確
か
な
も
の
と
し
て

理
解
、
協
力
し
て
も
ら
う

に
は
、
こ
の
川
の
安
全
安

心
の
担
保
が
必
要
で
あ
る

が
、
今
後
を
想
定
し
、
河

川
管
理
す
る
県
に
は
ど
の

よ
う
な
要
望
を
出
し
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
町
独
自

の
対
応
は
な
い
の
か
伺
う
。

問

　
　
護
岸
等
の
部
分
的
な
損

壊
や
竹
木
の
繁
茂
が
見
ら
れ

る
箇
所
に
つ
い
て
は
河
川
管

理
者
に
お
い
て
処
理
さ
れ
て

い
る
。

　
構
想
（
案
）
を
進
め
て
い

る
現
時
点
で
は
県
に
は
全
面

的
な
改
修
等
の
具
体
的
な
要

望
は
行
っ
て
い
な
い
。

　
構
想
（
案
）
の
計
画
の
進

捗
に
あ
わ
せ
、
必
要
に
応
じ

て
河
川
管
理
者
に
要
望
す
る

と
と
も
に
、
町
と
し
て
も
具

体
的
な
対
策
に
つ
い
て
検
討

す
る
。

答�
コンパクトシティ化構想（案）
に係る惣四郎川改修は

問

答 必要に応じて河川管理者に要望する

　
　
地
方
制
度
調
査
会
の

報
告
で
は
、
イ
ン
フ
ラ
の

老
朽
化
が
進
む
一
方
で
生

産
年
齢
人
口
が
減
少
し
職

員
の
確
保
が
難
し
く
な
り

行
政
サ
ー
ビ
ス
低
下
を
懸

念
し
て
い
る
が
、
次
の
点

に
つ
い
て
伺
う
。

①
町
の
対
応
策
は
。

②�

20
年
後
の
人
口
推
移
は
。

③�

山
積
さ
れ
た
重
点
施
策

の
進
捗
に
支
障
は
な
い

の
か
。

問

を
遂
行
し
て
い
る
が
、
必

要
な
人
材
確
保
と
同
時
に

職
員
ひ
と
り
一
人
の
人
材

育
成
に
も
注
力
し
て
い
る
。

　
あ
わ
せ
て
、
再
任
用
制

度
の
活
用
や
民
間
等
か
ら

の
業
務
支
援
な
ど
、
町
内

外
の
知
恵
や
技
術
を
結
集

で
き
る
よ
う
、
ま
た
、
各

施
策
の
進
捗
に
支
障
を
き

た
す
こ
と
が
無
い
よ
う
に

努
め
る
。

　
　
①�

本
問
題
は
町
に
と
っ
て
も

大
き
な
課
題
と
認
識
し
て

い
る
。
竜
王
町
コ
ン
パ
ク

ト
シ
テ
ィ
化
構
想
（
案
）

を
基
本
と
し
た
町
づ
く
り

を
長
期
的
な
視
点
で
着
実

に
進
め
る
。

②�

人
口
及
び
生
産
年
齢
人
口

も
減
少
傾
向
に
あ
り
、
20�

年
後
に
は
、
人
口
９
２
２�

０
人
、
生
産
年
齢
人
口

４
７
０
９
人
の
予
想
。

③�

調
査
会
の
報
告
で
は
、
役

場
組
織
だ
け
で
は
、
対
応

に
限
界
が
あ
る
と
さ
れ
て

い
る
。
現
在
、
正
規
職
員

は
１
４
８
名
で
行
政
事
務

答�

私たちの町、竜王町の将来は問

答 第六次竜王町総合計画で町づくりを
進める

山田　義明�議員

惣四郎川の現状

築37年が経過した総合庁舎

森山　敏夫�議員
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国際理解教育の推進は問

答 外国人居住者への受入れ体制の
充実を図る

　
　
第
五
次
竜
王
町
総
合

計
画
の
中
で
「
外
国
と
の

交
流
活
動
を
ま
ち
の
活
力

の
強
化
に
つ
な
げ
て
い
く

必
要
が
あ
る
」
と
い
う
課

題
が
あ
る
が
、
今
日
ま
で

の
町
の
取
組
み
は
。

問

　
本
町
の
外
国
人
居
住
者
の

数
は
、
令
和
元
年
７
月
１
日

現
在
、
１
２
３
人
で
、
総
人

口
に
占
め
る
割
合
は
約
１
％

で
あ
る
。
今
後
、
こ
の
数
が

増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、

ま
ず
は
、
受
入
れ
体
制
の
充

実
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。

　
そ
の
第
一
段
階
と
し
て
、

役
場
に
来
ら
れ
る
外
国
人
居

住
者
へ
の
対
応
で
、
今
年
度
、

74
言
語
対
応
の
Ａ
Ｉ
翻
訳
機

を
導
入
し
、
手
続
き
の
際
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
円

滑
化
を
図
る
。

　
　
本
町
で
は
、
姉
妹
都
市

提
携
を
締
結
し
て
い
る
米
国

ス
ー
セ
ー
・
マ
リ
ー
市
と
の

交
流
活
動
を
平
成
４
年
か
ら

実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
あ

る
地
域
で
は
既
に
、
外
国
人

居
住
者
と
日
常
生
活
の
う
え

で
、
交
流
を
深
め
て
い
る
事

例
も
あ
る
。

答�

観
光
交
流
の
振
興
は

問答

町
内
観
光
施
設
な
ど
へ
誘
導
す
る

　
　
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー

ル
の
進
出
に
よ
り
、
町
内

へ
の
流
入
人
口
は
大
幅
に

増
加
し
て
い
る
。

　
こ
の
現
状
か
ら
、
こ
の

来
場
者
を
町
内
観
光
施
設

な
ど
へ
誘
導
し
て
い
く
シ

ス
テ
ム
を
作
っ
て
い
く
こ

と
が
大
事
で
あ
る
が
、
そ

の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

問

　
そ
の
他
、
近
年
ア
ウ
ト

レ
ッ
ト
モ
ー
ル
か
ら
町
内
観

光
施
設
を
巡
る
バ
ス
ツ
ア
ー

な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

し
ぇ
」
や
「
グ
ラ
ン
ま
る

し
ぇ
」
の
開
催
、
東
近
江
観

光
振
興
協
議
会
と
連
携
し
た

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー
ル

の
来
場
者
数
は
、
現
在
、
年

間
６
０
０
万
人
以
上
と
聞
い

て
い
る
。

　
こ
の
来
場
者
を
町
内
の
観

光
施
設
な
ど
へ
誘
導
す
る
た

め
の
取
組
み
と
し
て
は
、
町

観
光
協
会
や
株
式
会
社
み
ら

い
パ
ー
ク
竜
王
な
ど
と
連
携

し
、
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー
ル

内
に
、
観
光
Ｐ
Ｒ
ポ
ス
タ
ー

の
掲
示
や
観
光
チ
ラ
シ
の
設

置
を
行
う
な
ど
の
広
報
活
動

を
実
施
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
施
設
内
で
の
特
産

品
販
売
活
動
「
竜
王
ま
る

答�

内山　英作�議員

「グランまるしぇ」の様子

AI翻訳機を使った窓口対応
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まちづくり意見交換会の様子（鏡会場）

　
　
竜
王
町
コ
ン
パ
ク
ト

シ
テ
ィ
化
構
想
（
案
）・

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
構
想

（
案
）
ま
ち
づ
く
り
意
見

交
換
会
を
町
内
５
会
場
に

て
開
催
さ
れ
た
が
、
次
の

点
に
つ
い
て
伺
う
。

①�

主
催
者
側
と
し
て
ど
の

様
な
感
想
を
持
た
れ�

た
か
。

②�
移
動
手
段
の
確
保
や
未

来
の
竜
王
町
に
つ
い
て

同
意
形
成
は
図
れ
た�

の
か
。

③�

竜
王
小
学
校
の
移
転
に

関
し
て
理
解
は
得
ら
れ

た
の
か
。

問

　
　

①�

町
民
の
皆
様
が
期
待
さ
れ

て
い
る
将
来
の
ま
ち
の
姿

と
と
も
に
、
実
現
す
る
た

め
の
諸
課
題
へ
の
対
応
の

必
要
性
に
つ
い
て
改
め
て

認
識
し
た
。

②�

今
回
示
し
た
構
想
（
案
）

は
、
中
心
核
の
発
展
だ
け

で
な
く
、
中
心
核
と
各
地

域
、
そ
し
て
そ
れ
を
結
ぶ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
揃
う
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
す
も
の
で
あ

り
、
ご
説
明
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
構
想
（
案
）
に
つ

い
て
は
、
お
お
よ
そ
皆
様

の
ご
理
解
を
い
た
だ
け
た

と
感
じ
て
い
る
。

③�
竜
王
小
学
校
の

今
後
の
あ
り
方

に
つ
い
て
は
、

ご
理
解
い
た
だ

い
た
と
感
じ
て

い
る
。

答�

ますます高くなる保育ニーズ（西っ子児童クラブ）

貴多　正幸�議員

学
童
保
育
の
今
後
は

問答
教
育
委
員
会
・
両
小
学
校
と
連
携
協
力
し
て
取
り
組
む

　
　
①�

ま
つ
ぼ
っ
く
り
児
童
ク

ラ
ブ
と
西
っ
子
児
童
ク

ラ
ブ
の
利
用
状
況
は
。

②�

西
っ
子
児
童
ク
ラ
ブ
に

つ
い
て
も
、
別
棟
の
学

童
保
育
所
を
建
設
す
る

予
定
と
聞
い
て
い
た

が
、
現
在
の
計
画
は
。

③�

令
和
元
年
10
月
１
日
よ

り
３
歳
児
か
ら
５
歳
児

ま
で
の
幼
稚
園
、
保
育

所
、
認
定
こ
ど
も
園
な

ど
を
利
用
す
る
子
ど
も

達
の
利
用
料
が
無
償
化

さ
れ
る
。
結
果
、
保
育

ニ
ー
ズ
が
ま
す
ま
す
高

く
な
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
、
そ
の
子
ど
も
た
ち

が
小
学
校
へ
入
学
す
れ

ば
学
童
保
育
を
利
用
す

る
の
は
必
然
と
考
え
る

が
所
見
を
伺
う
。

問

室
も
活
用
し
つ
つ
、
小
学

校
建
て
替
え
後
に
学
童
施

設
を
整
備
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
と
考
え
る
。

　
　
竜
王
西
小
学
校
区
に
つ

い
て
は
、
今
後
利
用
者
が

増
え
て
く
る
こ
と
を
考
え

る
と
施
設
へ
の
対
応
は
喫

緊
の
課
題
で
あ
る
。

児
童
ク
ラ
ブ
は
63
名
の
児

童
が
利
用
し
て
い
る
。

②
現
在
63
名
の
利
用
で
、
次

年
度
も
利
用
児
童
数
増
加

の
見
込
み
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
２
単
位
目
の
学
童
保

育
所
の
対
応
が
必
要
と
認

識
し
て
い
る
。

③
竜
王
小
学
校
区
に
つ
い
て

は
、
当
面
利
用
可
能
な
教

　
　

①
ま
つ
ぼ
っ
く
り
児
童
ク
ラ

ブ
は
１
１
６
名
、
西
っ
子

答�

まちづくり意見交換会の
総括は

問

答 構想（案）についてはおおよそ理解
を得た
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まちづくりのための
第五次竜王町総合計画

松浦　　博�議員

持続可能な「まちづくり」は問

答 竜王町単独で行くためのあらゆる
努力をする

方
の
動
向
を
注
視
し
つ
つ
、

本
町
の
状
況
に
応
じ
て
的

確
な
選
択
を
す
る
。

②
有
効
な
先
端
技
術
を
積
極

的
に
導
入
す
る
と
と
も
に
、

民
間
の
力
を
活
用
す
る
こ

と
に
よ
り
業
務
選
択
を
行

い
、
組
織
力
を
高
め
る
こ

と
に
よ
り
、
町
民
の
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
維
持
す
る
。

③
自
己
財
源
の
拡
大
と
し
て

企
業
進
出
に
よ
る
法
人
町

民
税
、
固
定
資
産
税
の
確

保
。
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

化
、
竜
王
小
学
校
建
て
替

え
な
ど
、
公
共
施
設
の
維

持
管
理
に
国
・
県
補
助
金
、

有
利
な
地
方
債
を
確
保
す

る
。
町
債
の
繰
り
上
げ
償

還
や
基
金
の
積
み
立
て
な

ど
、
必
要
な
財
源
確
保
に

努
め
る
。

　
　
①�

小
規
模
な
自
治
体
と
し
て
、

限
ら
れ
た
資
源
の
中
で
、

人
・
も
の
・
金
を
あ
わ
せ

た
選
択
と
集
中
を
図
る
。

　
　
圏
域
等
で
の
連
携
・
協

力
に
つ
い
て
は
、
国
や
地

答� 　
　
持
続
可
能
な
「
ま
ち

づ
く
り
」
に
つ
い
て
次
の

３
点
を
伺
う
。

①�

「
選
択
と
集
中
」
に
よ

る
統
廃
合
と
、
広
域
で

の
事
業
統
合
等
の
検�

討
は
。

②�

Ａ
Ｉ
・
ク
ラ
ウ
ド
化
・

公
共
施
設
の
削
減
な
ど

に
よ
り
、
少
子
高
齢
化

に
耐
え
る
福
祉
の
維
持

拡
大
は
図
れ
る
の
か
。

③�

将
来
に
大
き
な
負
担
を

残
さ
な
い
財
源
確
保
は

安
定
し
て
い
る
の
か
。

問

学
校
給
食
の
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
は

問答
安
心
安
全
な
給
食
を
楽
し
め
る
よ
う
取
り
組
む

　
　
学
校
給
食
に
よ
る
食

物
ア
レ
ル
ギ
ー
事
故
は
依

然
と
し
て
発
生
し
て
い
る

と
聞
く
。

　
子
ど
も
た
ち
の
安
心
安

全
を
保
障
す
る
面
か
ら
、

次
の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

①�

学
校
園
で
の
ア
レ
ル

ギ
ー
チ
ェ
ッ
ク
体
制
の

現
状
と
対
策
は
。

②�

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で

の
ア
レ
ル
ギ
ー
除
去
食

の
対
応
は
。

問

は
、
当
該
の
子
ど
も
の
給

食
に
用
い
る
お
盆
の
色
を

変
え
る
取
り
組
み
の
準
備

を
進
め
て
い
る
。

②�

可
能
な
限
り
ア
レ
ル
ゲ
ン

が
含
ま
れ
て
い
な
い
加
工

食
品
を
選
定
す
る
こ
と
や
、

小
麦
粉
を
米
粉
に
代
え
て

調
理
を
行
う
等
、
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
で

き
る
対
応
を
し
て
い
る
。

今
後
も
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

へ
の
対
応
に
し
っ
か
り
取

り
組
ん
で
い
く
。

　
　
①�

子
ど
も
の
命
に
関
わ
る
、

ミ
ス
の
許
さ
れ
な
い
重
要

な
対
応
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

学
校
関
係
者
お
よ
び
学
校

医
、
歯
科
医
、
薬
剤
師
等

か
ら
構
成
さ
れ
る
学
校
園

保
健
委
員
会
の
特
別
部
会

と
し
て
、「
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
対
応
検
討
準
備
委
員

会
」
を
立
ち
上
げ
、
よ
り

確
実
で
安
全
な
対
応
を
組

織
的
行
う
方
法
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
る
。
ア
レ
ル

ギ
ー
対
応
が
必
要
な
日
に

答�

現在出されている給食の一例

森島　芳男�議員

アレルゲンとはアレル
ギー反応をおこす原因
となる食材のこと
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土地改良施設の維持修繕の検討は問

答 効果的・効率的な手法を調査研究する

　
　
全
町
圃
場
整
備
の
完

了
か
ら
年
月
が
経
過
し
、

用
水
管
等
の
損
傷
等
に
多

額
の
修
理
費
が
見
込
ま
れ

る
。
過
去
2
回
の
質
問
に

対
し
、「
費
用
捻
出
と
維

持
管
理
の
課
題
に
つ
い
て
、

本
質
的
な
議
論
を
行
う
」

と
回
答
を
得
た
が
、
そ
の

後
の
協
議
経
過
は
。
ま
た

早
急
な
方
向
付
け
が
必
要

で
あ
る
が
、
町
の
基
本
方

針
は
。

問

れ
は
更
新
が
必
要
と
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
農
業
委
員
会
や

日
野
川
土
地
改
良
区
な
ど
の

関
係
機
関
を
交
え
て
、
適
正

な
維
持
修
繕
が
で
き
る
体
制

整
備
を
行
う
。

　
ま
た
農
業
者
の
減
少
、
農

地
集
積
等
に
よ
り
施
設
の
維

持
管
理
体
制
が
脆
弱
化
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
農
業
施
設

の
老
朽
化
対
策
・
担
い
手
基

盤
の
強
化
・
経
営
の
安
定
化

を
国
・
県
に
要
望
す
る
。
ま

た
、
同
時
期
に
圃
場
整
備
を

行
っ
た
近
隣
市
町
の
土
地
改

良
区
の
事
例
も
含
め
、
効
果

的
・
効
率
的
な
手
法
を
調
査

研
究
し
、
来
年
６
月
ま
で
に

足
が
か
り
を
つ
け
る
。

　
　
昨
年
度
か
ら
議
論
の
前

提
と
な
る
資
料
作
成
の
た
め
、

施
設
の
機
能
診
断
に
着
手
し

た
。
一
部
結
果
で
は
、「
老

朽
化
は
進
ん
で
い
る
も
の
の
、

機
能
上
の
支
障
は
な
い
が
、

部
分
的
な
更
新
、
補
修
対
策

の
検
討
が
必
要
」
と
な
っ
て

お
り
、
時
間
の
経
過
と
と
も

に
補
修
費
が
増
嵩
し
、
い
ず

答�

　
　
竜
王
町
の
人
口
は
、

令
和
元
年
７
月
末
に
は

１
万
１
千
９
９
０
人
に
な

り
、
１
万
２
千
人
台
を

割
っ
た
が
、
定
住
促
進
の

取
組
と
そ
の
検
証
結
果
は
。

問　
　
民
間
活
用
に
よ
る
集
合

住
宅
の
建
設
成
果
と
し
て
、

小
口
地
先
に
建
設
さ
れ
た
新

た
な
集
合
住
宅
に
は
、
現
在

51
世
帯
、
85
名
の
居
住
が
あ

り
、
今
年
の
12
月
に
は
さ
ら

に
２
棟
の
集
合
住
宅
が
完
成

す
る
予
定
。

答�

　
ま
た
、
若
者
定
住
の
た
め

の
住
ま
い
助
成
制
度
は
、
住

宅
の
新
築
お
よ
び
リ
フ
ォ
ー

ム
に
係
る
費
用
に
加
え
て
、

今
年
度
は
家
賃
補
助
を
追
加

し
、
こ
れ
ま
で
７
件
の
補
助

を
行
っ
た
。

　
あ
わ
せ
て
既
存
の
集
落
に

お
け
る
定
住
人
口
促
進
の
た

め
の
取
組
に
つ
い
て
も
大
変

重
要
で
あ
り
、
持
続
で
き
る

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
実
現

に
も
大
き
く
か
か
わ
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。

古株　克彦�議員

小西　久次�議員

漏水箇所

建築工事が進む集合住宅

農業配水管修繕の様子
修繕完了後

定住促進の取り組みは問

答 集合住宅で成果
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議
長�

小
西
　
久
次

副
議
長�

森
島
　
芳
男

委
員
会
構
成

議
会
運
営
委
員
会

�

委
員
長
　
貴
多
　
正
幸

�

副
委
員
長
　
岡
山
　
富
男

�

委
員
　
尾
川
幸
左
衞
門

�

委
員
　
澤
田
　
満
夫

�

委
員
　
磯
部
　
俊
男

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

�

委
員
長
　
澤
田
　
満
夫

�

副
委
員
長
　
尾
川
幸
左
衞
門

�

委
員
　
福
田
　
優
三

�

委
員
　
橘
　
せ
つ
子

�

委
員
　
岡
山
　
富
男

�

委
員
　
小
西
　
久
次

教
育
民
生
常
任
委
員
会

�

委
員
長
　
磯
部
　
俊
男

�

副
委
員
長
　
中
村
　
匡
希

�

委
員
　
森
島
　
芳
男

�

委
員
　
鎌
田
　
勝
治

�

委
員
　
大
前
セ
ツ
子

�

委
員
　
貴
多
　
正
幸

予
算
決
算
常
任
委
員
会

�

委
員
長
　
尾
川
幸
左
衞
門

�

副
委
員
長
　
岡
山
　
富
男

�

委
員
　
森
島
　
芳
男

�

委
員
　
中
村
　
匡
希

�

委
員
　
福
田
　
優
三

�

委
員
　
鎌
田
　
勝
治

�

委
員
　
橘
　
せ
つ
子

�

委
員
　
大
前
セ
ツ
子

�

委
員
　
澤
田
　
満
夫

�

委
員
　
磯
部
　
俊
男

�

委
員
　
貴
多
　
正
幸

議
会
広
報
特
別
委
員
会

�

委
員
長
　
中
村
　
匡
希

�

副
委
員
長
　
大
前
セ
ツ
子

�

委
員
　
福
田
　
優
三

�

委
員
　
橘
　
せ
つ
子

�

委
員
　
岡
山
　
富
男

�

委
員
　
小
西
　
久
次

地
域
活
性
化
特
別
委
員
会

�

委
員
長
　
福
田
　
優
三

�

副
委
員
長
　
橘
　
せ
つ
子

�

委
員
　
森
島
　
芳
男

�

委
員
　
鎌
田
　
勝
治

�

委
員
　
澤
田
　
満
夫

�

委
員
　
磯
部
　
俊
男

�

委
員
　
貴
多
　
正
幸

�

委
員
　
岡
山
　
富
男

議
会
選
出�

監
査
委
員

�

鎌
田
　
勝
治

東
近
江
行
政
組
合
議
会
議
員

�

岡
山
　
富
男

�

福
田
　
優
三

八
日
市
布
引
ラ
イ
フ
組
合
議
会
議
員

�

大
前
セ
ツ
子

�

貴
多
　
正
幸

中
部
清
掃
組
合
議
会
議
員

�

森
島
　
芳
男

�

中
村
　
匡
希

福
田�

優
三 

議
員

橘�
せ
つ
子 

議
員

大
前�

セ
ツ
子 

議
員

磯
部�

俊
男 

議
員

岡
山�

富
男 

議
員

小
西�

久
次 

議
員

森
島�

芳
男 

議
員

貴
多�

正
幸 

議
員

澤
田�

満
夫 

議
員

尾
川�

幸
左
衞
門 

議
員

鎌
田�

勝
治 

議
員

中
村�

匡
希 

議
員

第17期竜王町議会スタート！
任期：令和元年10月1日～令和５年９月30日

　10月１日に初議会が招集され、正副議長、監査委員などの選出を行い、第17期竜王町議会がス
タートしました。

～竜王町の発展のために全力を尽くします!!～
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いきいき人生 木
こ ば

場　幸
こうじ

次 さん
希望が丘団地在住

仲間と共に今後も奉仕活動を

　私は九州より転勤してきて早13年になります。
　山、田畑が広がる自然豊かな竜王町。また、近く
に楽しめるアウトレットモールもでき、住みやすい
ところに来てよかったと家族で喜んでいます。

　２年前に定年を迎え、引続き勤務させていただき
ながら、赴任以来入会させていただいている竜王ラ
イオンズクラブ会員の皆様と町の活性化に向けた奉
仕活動に携わっていけたらと思っています。

シリ
ーズ

環境に配慮し、再生紙及び植物油インキを使用しています

No.37

　
味
覚
の
秋
を
迎
え
、
町
民
皆
さ
ま
方
に
は

日
々
ご
健
勝
で
お
過
ご
し
の
こ
と
と
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　
月
日
の
立
つ
の
も
早
い
も
の
で
、
平
成
27

年
10
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
第
16
期
竜
王
町

議
会
も
９
月
末
日
で
終
了
し
ま
し
た
。
こ
の

間
、
町
村
議
会
広
報
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
で
、

編
集
・
デ
ザ
イ
ン
部
門
で
奨
励
賞
を
、
表
紙

写
真
部
門
で
銅
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
毎

回
の
広
報
紙
の
発
行
に
お
い
て
、
委
員
全
員

が
、
住
民
目
線
に
立
ち
、
で
き
る
だ
け
住
民

皆
さ
ん
の
関
心
が
高
い
記
事
の
掲
載
に
努
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
こ
の
間
の
様
々
な
出
来
事
を
４
年
間
の
足

跡
と
し
て
本
紙
の
２
・
３
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
お
り
ま
す
の
で
ご
覧
に
な
っ
て
下
さ
い
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
４
年
間
、
町
民

皆
さ
ま
方
に
は
議
会
だ
よ
り
の
発
行
を
は
じ

め
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委 
員 
長
　
内
山
　
英
作

副
委
員
長
　
古
株
　
克
彦

委
　
　
員
　
菱
田
　
三
男

委
　
　
員
　
小
西
　
久
次

委
　
　
員
　
若
井
　
猛
志

委
　
　
員
　
貴
多
　
正
幸

編

集

後

記

第16期竜王町議会議員

清流会環境美化活動に参加
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竜
王
町
議
会
広
報

■
発
行
・
竜
　
王
　
町
　
議
　
会

■
編
集
・
議
会
広
報
特
別
委
員
会
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